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（
三
十
五
）

一　
《
独
吟
眞
田
》
復
元
の
経
緯

二
〇
一
二
年
一
二
月
一
六
日
、平
塚
市
中
央
公
民
館
に
お
い
て
「
第
四
回
湘
南
ひ
ら
つ

か
能　

狂
言
」
の
公
演
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
第
一
曲
と
し
て
、主
催
者
で
あ
る
シ
テ
方
観

世
流
加
藤
眞
悟
師
（
梅
若
研
能
会
）
に
よ
る
《
独
吟
眞
田
》
が
演
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
番

外
曲
《
眞
田
》
の
部
分
的
な
復
元
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
（
以
下
、本
公
演
の
た
め
の
小

謡
と
し
て
復
元
さ
れ
た
も
の
を
こ
こ
で
は
《
独
吟
眞
田
》
と
表
記
し
、一
曲
全
体
を
示
す

《
眞
田
》
と
区
別
す
る
）。
本
稿
は
筆
者
が
担
当
し
た
《
独
吟
眞
田
》
の
楽
譜
復
元
過
程
に

つ
い
て
、
謡
本
の
記
譜
法
研
究
の
立
場
か
ら
報
告
を
行
い
、
作
成
し
た
楽
譜
を
提
示
す
る

こ
と
を
第
一
の
目
的
と
す
る
。

《
独
吟
眞
田
》
の
復
元
の
意
義
を
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
考
え
た
い
。
当
日
、演
じ
ら
れ

た
曲
目
は
、《
独
吟
眞
田
》、
仕
舞
《
小
袖
曽
我
》《
盛
久
》、
狂
言
《
文
蔵
》、
能
《
七
騎
落
》

で
あ
る
。
ま
ず
こ
れ
ら
の
作
品
で
は
登
場
人
物
は
、
盛
久
以
外
は
ほ
と
ん
ど
が
相
模
の
国
を

本
拠
地
と
し
た
、
鎌
倉
幕
府
に
関
係
を
も
つ
実
在
の
武
将
で
あ
る
。《
眞
田
》
の
主
人
公
、
眞

田
与
一
は
、
源
頼
朝
の
旗
揚
げ
と
な
っ
た
石
橋
山
の
合
戦
で
戦
っ
た
武
将
で
あ
り
、
一
二
世

紀
の
相
模
の
有
力
な
一
族
、
三
浦
氏
の
一
員
と
し
て
平
塚
市
に
居
を
定
め
た
。
現
在
は
そ
の

居
館
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
跡
地
に
は
天
徳
寺
（
曹
洞
宗
）
が
建
て
ら
れ
、
与
一
廟
が
あ
る
。

加
藤
師
の
意
図
は
、公
演
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
石
橋
山
の
合
戦
を
扱
う
《
独
吟
眞
田
》
を

配
す
る
こ
と
で
、
能
《
七
騎
落
》
と
狂
言
《
文
蔵
》
と
、
石
橋
山
の
合
戦
を
巡
る
演
目
を

揃
え
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。《
七
騎
落
》
は
、
石
橋
山
の
合
戦
の
敗
戦
を
喫
し

た
源
頼
朝
が
、
い
っ
た
ん
房
総
へ
と
逃
れ
る
際
の
道
中
で
の
出
来
事
を
扱
う
作
品
で
あ

り
、《
眞
田
》
と
連
続
し
た
流
れ
の
な
か
に
あ
る
。
狂
言
《
文
蔵
》
は
、
石
橋
山
の
合
戦

の
物
語
を
愛
好
し
た
大
名
が
、
そ
れ
を
演
じ
て
み
せ
る
と
い
う
劇
中
劇
の
内
容
を
持
つ
。

《
眞
田
》
は
、
ふ
た
つ
の
曲
の
背
景
と
な
り
な
が
ら
、
直
接
扱
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
石
橋

山
の
合
戦
を
、
正
面
か
ら
描
い
た
作
品
で
あ
る
こ
と
が
、
ま
ず
は
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

お
け
る
復
元
の
意
義
で
あ
ろ
う
。

番
外
曲
《
眞
田
》
段
歌
の
節
付
け
復
元

丹
羽　

幸
江

番
外
曲
《
眞
田
》
は
室
町
末
期
の
作
で
あ
り
、
源
頼
朝
の
初
戦
と
な
っ
た
石
橋
山
の
合
戦
を
描
く
斬
組
物
の
内
容
を
持
つ
。
二
〇
一
二
年
一
二
月

平
塚
市
に
お
い
て
独
吟
と
し
て
演
じ
ら
れ
た
《
眞
田
》
の
段
歌
に
関
し
て
、
楽
譜
の
復
元
過
程
を
報
告
し
、
作
成
し
た
楽
譜
を
提
示
す
る
。

復
元
の
際
に
は
、江
戸
期
に
お
い
て
主
流
と
な
っ
た
『
元
和
卯
月
本
』
と
同
様
の
記
譜
法
を
も
つ
貞
享
年
間
の
通
称
『
五
百
番
本
』
に
基
づ
い
た
。

印
刷
さ
れ
た
譜
面
に
は
、
基
本
的
な
音
の
高
さ
と
胡
麻
と
い
う
音
符
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
楽
譜
に
対
し
て
直
シ
と
呼
ば
れ
る
細
か

い
旋
律
の
動
き
を
示
す
補
助
記
号
を
付
す
作
業
を
行
っ
た
。

《
眞
田
》
は
小
段
構
成
か
ら
考
え
て
、も
と
も
と
素
謡
用
に
作
曲
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
《
眞
田
》
が
作
ら
れ
た
背
景
と

し
て
、
現
在
で
は
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た
石
橋
山
の
合
戦
譚
が
、
江
戸
時
代
に
は
著
名
な
物
語
で
あ
り
、
能
以
外
の
芸
能
で
も
し
ば
し
ば
題
材
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
〕 
楽
譜
の
復
元
、
番
外
曲
、
斬
組
物
、
直
シ
、
元
和
卯
月
本



し
か
し
な
が
ら
、
同
じ
合
戦
を
題
材
と
す
る
作
品
が
取
り
揃
え
ら
れ
た
時
点
で
、
次
の

よ
う
な
疑
問
が
生
じ
た
。
な
ぜ
、石
橋
山
の
合
戦
を
正
面
か
ら
扱
う
作
品
が
番
外
曲
と
な

り
、
そ
の
後
日
談
を
扱
う
作
品
が
現
在
で
も
演
じ
ら
れ
る
の
か
。《
眞
田
》
が
番
外
曲
と

な
っ
た
の
は
単
に
作
品
の
出
来
に
基
づ
く
も
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、こ
の
疑
問
に
答

え
る
べ
く
、
楽
譜
復
元
と
併
せ
て
、《
眞
田
》
の
作
品
と
し
て
の
特
徴
、
お
よ
び
先
行
芸

能
で
の
石
橋
山
の
合
戦
に
触
れ
る
こ
と
と
し
た
。

二　

番
外
曲
《
眞
田
》
の
あ
ら
す
じ
と
全
体
構
成

《
眞
田
》
は
二
場
形
式
で
構
成
さ
れ
、
前
場
は
親
子
の
別
れ
を
描
く
人
情
が
テ
ー
マ
、

後
場
で
は
合
戦
と
い
う
典
型
的
な
斬
組
能
の
構
成
を
持
つ
。
典
拠
は
『
源
平
盛
衰
記
』
巻

二
〇
で
あ
る
と
さ
れ
、
ま
た
『
平
家
物
語
』
に
も
「
石
橋
山
の
合
戦
」
が
あ
る
。『
能
本

作
者
註
文
』『
い
ろ
は
作
者
註
文
』
に
記
載
が
あ
り
、『
自
家
伝
抄
』
に
は
金
剛
作
と
す

る
、
室
町
末
期
の
作
と
推
定
さ
れ
て
い
る
﹇
伊
海　

二
〇
一
一
：
一
一
頁
﹈。
こ
こ
で
は

小
段
構
成
か
ら
、
作
品
を
概
観
し
、
復
元
を
行
っ
た
部
分
の
全
体
に
お
け
る
位
置
づ
け
を

確
認
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
一
曲
の
性
質
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
あ
ら
す
じ
は
以
下
で
あ
る
。
前
場
で
は
源
頼
朝
と
そ
の
家
臣
の
合
議
に
よ
り
、
石
橋

山
の
合
戦
の
副
大
将
と
し
て
眞
田
与
一
が
抜
擢
さ
れ
る
。
出
陣
を
前
に
し
て
、
頼
朝
か
ら
盃

を
受
け
た
眞
田
与
一
と
、
そ
の
父
親
で
あ
る
岡
崎
四
郎
と
の
親
子
の
別
れ
の
場
面
で
終
わ

る
。
後
場
は
一
転
し
て
闇
夜
の
戦
場
に
う
つ
り
、
眞
田
与
一
は
敵
、
俣
野
影
久
と
の
死
闘
の

末
、
討
ち
死
に
す
る
。
そ
し
て
眞
田
の
後
を
追
っ
て
、
老
体
な
が
ら
み
ず
か
ら
死
地
へ
と
飛

び
込
ん
だ
、
育
て
親
文
蔵
の
最
期
が
語
ら
れ
る
。
復
元
を
行
っ
た
の
は
、
前
場
の
最
後
の
部

分
の
、頼
朝
か
ら
盃
を
受
け
た
眞
田
与
一
に
対
し
て
、父
岡
崎
四
郎
が
親
子
の
別
れ
を
告
げ
、

手
柄
を
上
げ
よ
と
送
り
出
す
別
れ
の
場
面
で
あ
り
、
前
場
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
る
。

室
町
末
期
に
は
武
士
の
い
く
さ
を
テ
ー
マ
と
し
た
斬
組
物
が
多
く
作
ら
れ
、多
く
が
前
場
に

は
親
子
や
主
従
の
恩
愛
を
描
く
場
面
、
後
場
に
は
合
戦
場
面
を
も
つ
が
、
眞
田
も
同
種
の
趣
向

を
持
つ
。
前
場
・
後
場
の
あ
ら
す
じ
か
ら
み
た
時
に
は
、
典
型
的
な
斬
組
能
で
あ
る
と
い
え

る
。
一
点
、
疑
問
が
残
る
の
は
、
前
場
の
小
段
構
成
で
あ
る
。
次
に
小
段
名
と
配
役
を
記
す（1）
。

・
前
場
の
構
成
（
☆
印
は
復
元
部
分
）

　
　

サ
シ
、
上
歌
、
詞
、
上
同
、
詞
、
カ
ゝ
ル
、
☆
上
同

・
後
場
の
構
成

　
　

一
セ
イ
、
詞
、
カ
ゝ
ル
、
上
同
、
カ
ゝ
ル
、
下
、
上

『
謡
曲
叢
書
』
に
よ
る
配
役

シ
テ
眞
田
与
一
、
ツ
レ
岡
崎
四
郎
、
同
文
蔵
、
同
頼
朝
、
ト
モ
臣
下

ワ
キ
俣
野
五
郎
影
久

小
段
構
成
は
類
型
を
外
れ
て
い
る
。
冒
頭
の
「
サ
シ
」
は
「
さ
て
も
御
陣
は
石
橋
山
。

小
早
河
を
と
り
ま
と
め
。
昼
の
い
く
さ
は
互
角
な
り
。
如
何
様
夜
軍
有
へ
し
と
。
暮
る
を

を
そ
し
と
待
居
た
り
」
と
の
短
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
文
章
は
、軍
を
前
に
し
て
戦
い
の

予
感
に
胸
を
躍
ら
せ
る
若
者
の
言
葉
と
考
え
る
な
ら
ば
、シ
テ
で
あ
る
眞
田
与
一
の
心
情

を
描
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、茶
色
表
紙
五
番
綴
番
外
謡
本
で
は
、「
サ

シ
立
衆
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、臣
下
に
よ
る
戦
況
の
説
明
と
も
と
れ
る
。
ま
ず
一
般
的

な
二
場
の
能
と
し
て
は
、
ワ
キ
の
登
場
と
と
も
に
﹇
次
第
﹈﹇
道
行
﹈
と
な
る
が
、
そ
れ

ら
の
小
段
な
し
に
、シ
テ
も
し
く
は
ト
モ
の
「
サ
シ
」
か
ら
始
ま
る
曲
は
稀
で
あ
る
。
そ

し
て
配
役
は
『
謡
曲
叢
書
』
の
よ
う
に
考
え
た
場
合
、
ワ
キ
が
眞
田
与
一
の
好
敵
手
、
俣

野
影
久
に
当
て
ら
れ
て
い
る
た
め
、《
眞
田
》
に
は
前
場
で
の
ワ
キ
の
登
場
は
な
い
。

と
は
い
え
シ
テ
か
ト
モ
の
﹇
サ
シ
﹈
で
始
ま
る
、
前
場
に
ワ
キ
が
な
い
曲
は
、
狂
女
物

に
は
例
が
あ
る
。《
三
井
寺
》
で
は
冒
頭
の
シ
テ
の
﹇
サ
シ
﹈﹇
下
歌
﹈﹇
上
歌
﹈﹇
問
答
﹈

と
い
う
一
続
き
の
中
で
、
物
狂
い
の
母
親
が
霊
夢
を
蒙
り
、
三
井
寺
へ
の
参
詣
を
決
め
、

中
入
と
な
る
。
ま
た
類
似
の
構
成
と
し
て
、﹇
サ
シ
﹈
で
は
な
い
が
、シ
テ
や
ツ
レ
の
﹇
名

ノ
リ
﹈
や
﹇
次
第
﹈
で
開
始
し
、
前
場
の
ワ
キ
が
な
い
曲
は
多
い
。
そ
れ
ら
は
、《
小
袖

曽
我
》《
夜
討
曽
我
》
な
ど
曽
我
物
や
、《
七
騎
落
》《
大
仏
供
養
》《
橋
弁
慶
》
な
ど
、
源

75
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氏
方
に
所
属
す
る
人
物
に
関
す
る
曲
、
あ
る
い
は
《
歌
占
》《
高
野
物
狂
》
な
ど
の
物
狂

物
と
い
っ
た
四
番
目
物
に
多
く
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
全
体
の
分
量
が
短
い
曲
で
は
《
三

笑
》
が
ワ
キ
が
な
く
、
シ
テ
の
﹇
サ
シ
﹈
で
始
め
ら
れ
る
。

主
人
公
が
鎌
倉
方
に
属
す
源
氏
の
一
員
で
あ
る
《
眞
田
》
は
、
曽
我
物
や
《
七
騎
落
》

な
ど
の
類
型
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
は
い
っ
て
も
、シ
テ
か
ト
モ
の
「
サ
シ
」
に

よ
っ
て
始
ま
る
曲
は
類
型
を
外
れ
て
お
り
、
実
際
の
上
演
を
考
え
る
と
疑
問
が
生
じ
る（2）
。

《
眞
田
》
の
上
演
記
録
は
確
認
で
き
な
い
と
さ
れ
る
が
﹇
伊
海
前
掲
﹈、当
初
か
ら
素
謡
専

用
曲
と
し
て
書
か
れ
た
可
能
性
も
指
摘
で
き
る
。

三　

他
芸
能
で
の
眞
田
与
一

以
上
の
よ
う
に
、
小
段
構
成
か
ら
考
え
る
限
り
、《
眞
田
》
は
も
と
も
と
素
謡
の
た
め
に

作
曲
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
そ
の
こ
と
は
《
眞
田
》
が
重
要
な
曲
で
は

な
か
っ
た
と
い
う
意
味
に
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
《
眞
田
》
が
素
謡
用
と
し
て
わ
ざ
わ

ざ
作
曲
さ
れ
た
の
だ
と
し
た
ら
、
そ
の
背
景
に
は
、
石
橋
山
の
合
戦
譚
自
体
が
著
名
な
物
語

と
し
て
流
布
し
、
愛
好
さ
れ
た
た
め
、
能
で
も
需
要
が
生
じ
た
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
う
考
え
た
方
が
《
七
騎
落
》
や
狂
言
《
文
蔵
》
と
い
っ
た
、石
橋
山
の
合
戦
の
周
辺

の
物
語
が
伝
承
さ
れ
た
理
由
も
説
明
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
《
眞
田
》
の
周
辺
に
目
を
向

け
、
眞
田
与
一
あ
る
い
は
石
橋
山
の
合
戦
を
扱
う
作
品
を
挙
げ
、
お
も
に
復
元
を
行
っ
た
前

場
の
上
同
部
分
と
簡
単
に
比
較
す
る
こ
と
で
、《
独
吟
眞
田
》
の
特
色
を
考
え
た
い
。

㈠　

題
目
立
《
石
橋
山
》﹇
徳
江　

二
〇
〇
六
：
五
七
五
〜
五
八
〇
﹈

題
目
立
は
奈
良
市
上
深
川
町
の
八
柱
神
社
に
伝
わ
る
民
俗
芸
能
の
語
り
物
で
あ
り
、

一
四
世
紀
に
は
演
じ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。《
石
橋
山
》
は
現
在
、
伝
承
が
な
く
、
詞
章

の
み
が
残
る
。
頼
朝
に
よ
る
眞
田
与
一
の
抜
擢
で
物
語
が
始
ま
り
、石
橋
山
の
戦
い
で
の

眞
田
与
一
と
俣
野
影
久
の
取
り
組
み
合
い
の
戦
い
が
描
か
れ
る
概
要
は
《
眞
田
》
と
等
し

い
。
し
か
し
、
数
多
く
の
相
模
の
武
将
た
ち
が
登
場
し
、
戦
い
へ
と
赴
く
様
子
や
、
戦
場

で
の
様
々
な
人
物
の
ち
ょ
っ
と
し
た
出
来
事
に
基
づ
く
誤
解
が
重
な
っ
て
、手
助
け
が
得

ら
れ
ぬ
ま
ま
眞
田
与
一
が
討
ち
死
に
至
る
様
な
ど
、
戦
い
の
全
体
像
が
詳
細
に
描
か
れ

る
。
そ
し
て
、能
の
《
眞
田
》
の
前
場
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
る
頼
朝
か
ら
盃
を
受
け

た
眞
田
与
一
と
父
岡
崎
と
の
親
子
の
別
れ
の
場
面
は
な
い
。

㈡　

幸
若
舞
《
夜
討
曽
我　

上
》﹇
幸
若
舞
記
録
作
成
委
員
会
編　

一
九
七
九
：
六
五
〜
六
六
﹈

福
岡
県
み
や
ま
市
瀬
高
町
大
江
に
お
い
て
伝
承
さ
れ
る
幸
若
舞
は
、中
世
を
起
源
と
す

る
語
り
物
芸
能
で
あ
る
。《
夜
討
曽
我
》
は
、
曽
我
兄
弟
の
仇
討
ち
を
扱
う
物
語
で
あ
る

が
、
曲
中
に
伊
豆
赤
沢
に
お
け
る
、
一
九
歳
の
俣
野
影
久
と
一
三
歳
の
左
名
田
の
与
一
吉

貞
（
眞
田
与
一
義
貞
）
の
力
比
べ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
幼
い
眞
田
は
五

尺
あ
ま
り
の
大
石
を
投
げ
る
力
自
慢
と
し
て
描
か
れ
る
。こ
こ
で
は
も
ち
ろ
ん
石
橋
山
の

合
戦
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
な
い
た
め
、
親
子
の
別
れ
を
描
く
こ
と
も
な
い
。

《
夜
討
曽
我
》
で
の
少
年
時
代
の
眞
田
と
俣
野
の
力
比
べ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
後
年
、

命
が
け
で
取
り
組
み
合
う
死
闘
に
臨
ん
だ
二
人
の
伏
線
と
し
て
、石
橋
山
の
合
戦
の
物
語

を
前
提
と
し
て
作
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
題
目
立
や
幸
若
舞
と
い
っ
た
能
の
先
行
芸
能
で
の
伝
承
が
確
認
で
き
る

こ
と
か
ら
、
石
橋
山
の
合
戦
は
広
く
知
ら
れ
た
物
語
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う

い
っ
た
人
気
は
や
が
て
江
戸
時
代
に
も
引
き
継
が
れ
、浮
世
絵
の
題
材
に
も
取
り
あ
げ
ら

れ
た
。
歌
川
国
芳
（
一
七
九
八
〜
一
八
六
一
）「
眞
田
与
一
能
久　

俣
野
五
郎
影
久
」（3）

な

ど
か
ら
、
歌
舞
伎
作
品
へ
も
引
き
継
が
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
石
橋
山
の
合
戦
譚
が
著
名
で
あ
る
と
い
う
土
壌
の
う
え
で
、《
眞
田
》
は
作

曲
さ
れ
た
。
二
作
品
の
み
の
検
討
で
あ
る
た
め
、そ
れ
が
必
ず
し
も
能
だ
け
に
当
て
は
ま

る
と
断
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、少
な
く
と
も
能
《
眞
田
》
で
は
父
の
情
愛
を
テ
ー

マ
と
し
た
前
場
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
（《
独
吟
眞
田
》）
が
、石
橋
山
の
合
戦
を
描
く
た
め

の
重
要
な
部
分
と
し
て
特
色
と
な
っ
て
い
る
。
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四　

テ
キ
ス
ト

復
元
で
用
い
る
謡
本
を
定
め
る
の
に
あ
た
り
、伝
本
の
調
査
を
行
っ
た
。
す
べ
て
江
戸

期
の
書
写
か
版
本
で
、
室
町
末
期
に
遡
っ
て
《
眞
田
》
の
謡
本
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
伝
本
の
流
派
も
、
観
世
流
、
喜
多
流
、
そ
し
て
福
王
流
と
様
々
で
あ
る
。『
国
書
総

目
録
』
に
基
づ
き
、現
在
残
さ
れ
て
い
る
《
眞
田
》
と
《
石
橋
山
》
の
伝
本
を
以
下
に
列

挙
す
る
（
丸
印
は
、
筆
者
が
実
見
し
た
謡
本
）。

写
本

○
福
王
系
番
外
謡
本
（
法
政
能
研
『
観
世
流
五
百
番
謡
本
』
江
戸
中
期
写
）

・ 

上
掛
り
番
外
謡
十
九
冊
本
（
國
學
院
、
江
戸
末
期
写
）

○
茶
色
表
紙
五
番
綴
番
外
謡
本
（
観
世
ア
ー
カ
イ
ブ
、
江
戸
中
期
）

・ 

下
掛
り
番
外
謡
百
番
本
（
宮
城
伊
達
文
庫
『
謡
曲
百
番
』）

・ 

上
掛
り
番
外
謡
五
番
綴
本
（
京
大
、
江
戸
末
期
写
）

・ 

福
王
流
番
外
謡
八
百
五
番
本
（
吉
田
幸
一
、
江
戸
末
期
写
）

・ 

樋
口
本
番
外
曲
（
田
中
允
、
文
化
・
文
政
頃
写
）

版
本

○
貞
享
三
年
九
月
林
泉
掾
本
、
通
称
『
五
百
番
本
』（
鴻
山
文
庫
他
）

《
石
橋
山
》

○
上
掛
番
外
謡
本
、（
法
政
能
研
、
貞
享
元
年
、
柳
洞
写
）

○
上
杉
家
旧
蔵
下
掛
り
番
外
謡
本
（
法
政
能
研
、
江
戸
中
期
写
）
石

・ 

上
掛
り
番
外
謡
本
二
種
（
国
学
院
）

・ 

番
外
謡
本
十
四
種
（
鴻
山
文
庫
、
元
禄
か
ら
慶
応
写
）

こ
れ
ら
の
う
ち
、
復
元
の
際
に
依
拠
し
た
の
は
、
観
世
流
貞
享
三
年
九
月
林
泉
掾
本
、

通
称
『
五
百
番
本
』（
鴻
山
文
庫
他
所
蔵
）
で
あ
る
。
版
本
で
あ
る
た
め
、
広
く
流
布
し

た
主
要
な
謡
本
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
江
戸
期
の
主
流
と
な
り
、
現
在
の
記
譜
法

の
基
礎
と
な
っ
た
『
元
和
卯
月
本
』﹇
元
和
六
、一
六
二
〇
﹈
と
同
様
の
記
譜
法
が
採
用
さ

れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
随
時
、
他
本
も
参
照
し
た
。

　
『
五
百
番
本
』
の
《
眞
田
》
の
記
譜
法
が
、『
元
和
卯
月
本
』
方
式
で
あ
る
と
み
な
す

理
由
は
以
下
で
あ
る
。『
元
和
卯
月
本
』
で
顕
著
な
の
は
、
基
本
と
な
る
音
高
の
み
を
確

実
に
記
す
だ
け
で
な
く
、
中
音
よ
り
低
い
音
域
で
の
句
末
に
お
け
る
連
続
し
た
下
ゲ
胡

麻
、
そ
し
て
、
現
在
、
重
ネ
中
廻
シ
と
な
っ
た
胡
麻
の
配
列
の
表
記
で
あ
る
。《
眞
田
》

で
は
こ
う
い
っ
た
特
徴
が
確
認
で
き
る
た
め
、『
元
和
卯
月
本
』
と
同
様
の
記
譜
法
を
持

つ
と
考
え
た
。

五　

上
歌
の
復
元
の
手
順

㈠　

小
段

こ
こ
で
行
っ
た
復
元
は
《
独
吟
眞
田
》
が
、も
し
現
在
ま
で
演
じ
ら
れ
続
け
て
き
た
な

ら
ば
、
こ
の
よ
う
に
謡
わ
れ
る
は
ず
で
あ
る
と
推
測
し
、
現
在
の
楽
譜
に
書
き
直
す
立
場

を
と
る
。一
旦
伝
承
の
流
れ
が
切
れ
た
曲
を
現
代
の
伝
承
の
文
脈
の
な
か
に
置
き
直
す
と

い
う
意
味
で
は
、「
復
活
」
あ
る
い
は
「
再
興
」
と
い
っ
た
方
が
近
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

こ
こ
で
は
演
じ
ら
れ
る
状
態
を
回
復
す
る
と
い
う
意
味
で
「
復
元
」
と
称
し
て
お
く
。
他

に
は
、
演
じ
ら
れ
な
く
な
っ
た
時
代
で
の
旋
律
を
再
現
す
る
立
場
が
あ
り
う
る
が
、
こ
の

立
場
は
採
用
し
な
い
。

復
元
を
行
っ
た
手
順
は
、
小
段
を
確
定
し
た
の
ち
、
各
句
の
節
付
け
を
推
定
し
、
最
後

に
拍
子
当
た
り
を
考
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
句
ご
と
に
可
能
な
複
数
の
案
を
記
す

【
資
料
一
】（
稿
末
）
を
作
成
し
、
そ
れ
を
も
と
に
加
藤
師
に
謡
っ
て
い
た
だ
き
、
最
適
な

組
み
合
わ
せ
を
選
択
し
て
い
た
だ
い
た
。そ
の
結
果
で
あ
る
最
終
的
な
実
演
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ

ン
が
【
資
料
二
】
で
あ
る
。

ま
ず
復
元
を
行
っ
た
「
上
同
」
が
ど
の
小
段
か
を
確
定
し
、小
段
に
固
有
の
旋
律
の
定

型
を
得
た
。
以
下
に
小
段
を
確
定
す
る
た
め
の
情
報
と
な
る
音
高
、
配
役
、
胡
麻
の
配
列
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丹羽幸江　番外曲《眞田》段歌の節付け復元

を
記
す
。

第
一
節　

 

上
同
（
上
音
）、
ク
ル
、
下
（
中
音
）、
ハ
ル
（
上
音
）、
下
（
中
音
）、
重
ネ
中

廻
シ
、（
中
音
）、
ハ
ル
（
上
音
）

第
二
節　

 

シ
テ
下
（
中
音
）、
中
音
返
シ
、
ハ
ル
（
上
音
）、
二
つ
の
連
続
す
る
廻
シ
、
二

つ
の
連
続
す
る
廻
シ

第
三
節　

ハ
ル
（
上
音
）、
ク
ル
、
下
（
中
音
）、
ハ
ル
（
上
音
）、
下
（
中
音
）

全
体
は
、三
節
に
分
か
れ
る
。
第
一
節
は
典
型
的
な
上
歌
で
あ
る
。
冒
頭
に
返
シ
が
な

い
た
め
、
若
干
定
型
を
逸
れ
る
も
の
の
、
上
音
か
ら
開
始
し
、
ク
リ
音
を
経
過
し
た
の

ち
、
中
音
へ
と
下
が
り
、
そ
の
ま
ま
重
ネ
中
廻
シ
と
な
っ
て
一
旦
段
落
と
な
る
。
そ
し
て

再
び
上
音
か
ら
開
始
す
る
。
第
二
節
は
「
シ
テ
下
」
と
記
さ
れ
、シ
テ
が
ソ
ロ
で
一
句
謡

い
、そ
れ
を
地
謡
が
繰
り
返
す
典
型
的
な
中
音
返
シ
で
始
ま
る
。
第
二
節
は
ほ
と
ん
ど
中

音
で
終
始
す
る
。
第
三
節
の
開
始
は
、こ
こ
で
は
「
ハ
ル
」
と
し
て
上
音
に
あ
が
る
「
今

を
か
ぎ
り
の
親
子
の
中
」
と
し
た
。
し
か
し
、
別
の
可
能
性
と
し
て
は
、
第
二
節
に
記
し

た
「
二
つ
の
連
続
す
る
廻
シ
」
の
う
ち
、二
回
目
の
も
の
を
第
三
節
の
冒
頭
に
含
め
る
こ

と
も
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
音
高
の
動
き
を
す
る
の
は
、上
歌
の
一
種
で
あ
る
段
歌
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
段
歌
は「
歌
の
類
を
数
個
つ
な
い
で
一
つ
の
小
段
に
作
っ
た
も
の
。
一
曲
の
謡
い

ど
こ
ろ
、
舞
い
ど
こ
ろ
に
な
っ
て
お
り
、（
中
略
）。
上
歌
形
式
で
始
ま
り
、
中
音
返
シ
の

あ
る
歌
に
続
く
型
の
ほ
か
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
構
成
の
も
の
が
あ
る
。」﹇
奥
山
、
三
一
八
﹈

と
さ
れ
る
。
そ
し
て
い
く
つ
か
あ
る
類
型
の
う
ち「
上
歌
形
式
か
ら
始
ま
る
三
節
型
。
段

歌
の
標
準
的
な
形
。
第
一
節
は
上
歌
、
第
二
節
は
中
音
返
シ
で
始
ま
る
歌
、
第
三
節
は
上

ゲ
ハ
で
始
ま
る
歌
。」﹇
前
掲
﹈
に
相
当
す
る
。《
独
吟
眞
田
》
は
、
第
三
節
の
上
ゲ
ハ
を

欠
い
て
い
る
も
の
の
、
三
節
型
の
段
歌
に
分
類
さ
れ
る
。

㈡　

節
付
け

次
に
、
上
同
を
﹇
段
歌
﹈
で
あ
る
と
み
な
し
、
そ
の
定
型
に
沿
う
よ
う
に
個
々
の
句
を

復
元
す
る
。
ま
ず
は
そ
の
方
法
を
述
べ
た
い
。
前
述
の
よ
う
に
『
五
百
番
本
』
の
《
眞

田
》
は
『
元
和
卯
月
本
』
方
式
の
記
譜
法
を
持
つ
。
こ
の
方
式
に
お
い
て
当
初
か
ら
印
刷

さ
れ
て
い
る
音
高
記
号
は
、
段
歌
部
分
で
は
「
ハ
ル
、
ク
ル
、
上
、
下
（
中
音
で
あ
る
こ

と
を
示
す
）」
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
音
高
記
号
は
基
調
と
な
る
重
要
な
音
高
を
示
す

も
の
で
、細
か
い
旋
律
の
動
き
は
記
さ
な
い
。
よ
り
細
か
な
音
高
の
動
き
を
担
当
す
る
の

は
、
上
向
き
の
胡
麻
「
上
ゲ
胡
麻
」
と
下
向
き
の
胡
麻
「
下
ゲ
胡
麻
」
で
あ
る
。
し
か

し
、
胡
麻
の
向
き
だ
け
で
は
、
ど
こ
ま
で
音
を
下
げ
る
の
か
が
明
示
で
き
な
い
。
そ
こ

で
、元
禄
期
以
降
に
は
直
シ
と
い
う
補
助
記
号
を
加
え
て
補
う
よ
う
に
な
っ
た
。
代
表
例

と
し
て
は
、
ヨ
ワ
吟
に
お
い
て
下
ゲ
胡
麻
に
対
し
て
、
ど
こ
ま
で
音
を
下
げ
る
の
か
を
示

す
「
中
落
チ
」（
中
下
ゲ
と
も
。
上
ウ
キ
音
が
中
ウ
キ
音
ま
で
下
が
る
）、「
下
ゲ
」（
上
ウ

キ
音
が
中
音
ま
で
下
が
る
場
合
と
、中
音
が
下
音
に
さ
が
る
場
合
と
が
あ
る
）
を
そ
れ
ぞ

れ
記
号
化
し
て
「

」「

」
と
付
す（4）
。
本
稿
で
も
下
ゲ
胡
麻
に
付
け
る
べ
き
直
シ
の
種

類
を
推
定
す
る
の
が
中
心
的
な
作
業
と
な
っ
た
。

【
資
料
1
】
に
ヨ
ワ
吟
・
ツ
ヨ
吟
の
両
吟（5）
の
複
数
の
可
能
性
の
あ
る
直
シ
を
付
し
た
復

元
譜
を
示
し
た
が
、
こ
こ
で
は
、
複
数
の
選
択
肢
が
あ
っ
た
箇
所
を
挙
げ
て
お
く
。
全
体

は
十
九
句
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
①
か
ら
⑲
の
通
し
番
号
を
ふ
っ
た
。

ａ
、
中
音
よ
り
上
の
音
域
で
、
二
個
の
下
ゲ
胡
麻
が
平
胡
麻
を
挟
む
型

こ
れ
ら
は
、複
数
の
直
シ
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
句
の
代
表
例
で
あ
る
。
⑥
で
の
「
か
た

じ
け
な
や
」
に
あ
る
二
つ
の
下
ゲ
胡
麻
（

）
の
胡
麻
配
列
を
【
譜
例
一
】
に
挙

げ
る
。
四
角
で
囲
ん
だ
箇
所
の
う
ち
、
最
初
の
下
ゲ
胡
麻
に
は
三
つ
の
選
択
肢
が
あ
る
。

音
を
中
ウ
キ
音
ま
で
し
か
下
げ
な
い
の
か
（

）、あ
る
い
は
中
音
ま
で
下
げ
る
の
か
（

）、

あ
る
い
は
下
げ
な
い
の
か
と
い
う
、
ど
れ
を
選
択
す
る
か
に
よ
り
、
二
回
目
の
下
ゲ
胡
麻

に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
直
シ
が
そ
れ
ぞ
れ
限
定
さ
れ
る
。
こ
の
他
、句
⑦
で
の
「
と
り

て
く
だ
さ
る
れ
ば
」（
胡
麻
配
列
は

）
で
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。
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い
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じ
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い
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 ｂ
、「
ハ
ル
」
の
挿
入

『
元
和
卯
月
本
』
方
式
に
お
い
て
、「
ハ
ル
」
と
い
う
上
音
へ
と
音
を
張
り
上
げ
る
指
示

記
号
は
、
当
初
か
ら
印
刷
さ
れ
て
い
る
記
号
で
あ
り
、
厳
密
に
は
後
か
ら
書
き
加
え
ら
れ

る
直
シ
で
は
な
い
。
し
か
し
『
明
和
改
正
謡
本
』﹇
明
和
二
、一
七
六
五
﹈
以
降
、『
元
和

卯
月
本
』
に
記
さ
れ
た
「
ハ
ル
」
に
加
え
、新
た
に
「
ハ
ル
」
が
書
き
加
え
ら
れ
た
。
つ

ま
り
現
在
の
記
譜
法
で
は
、『
元
和
卯
月
本
』
よ
り
も
一
曲
に
お
け
る
「
ハ
ル
」
の
数
量

が
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
、一
部
の
「
ハ
ル
」
は
直
シ
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。【
譜

例
二
】
句
⑪
に
お
い
て
、
原
本
に
な
い
「
ハ
ル
」
を
付
加
し
た
案
を
作
成
し
た
。

 

い
あ
で
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ 

こ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ  

さ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ 

い
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
 

 ｃ
、
音
高
の
付
加

直
シ
は
下
ゲ
胡
麻
に
補
助
記
号
を
付
す
も
の
で
あ
る
が
、
原
本
に
音
高
の
記
載
が
な

く
、
ま
た
音
高
を
推
定
す
る
材
料（6）
が
他
に
な
い
た
め
、
一
句
の
初
め
に
音
高
の
付
加
が
必

要
と
な
っ
た
場
合
が
あ
る
。【
譜
例
二
】
句
⑪
の
復
元
案
ｃ
に
お
い
て
は
、「
盃
を
も
つ

て
」
の
音
高
は
、
中
音
で
歌
い
出
す
場
合
と
、
復
元
案
ｂ
の
上
音
に
あ
が
る
場
合
と
の
二

通
り
を
記
す
。

㈢　

拍
子

こ
の
よ
う
に
し
て
直
シ
を
付
加
し
た
楽
譜
を
作
成
し
た
の
ち
、八
拍
子
の
割
り
付
け
を

行
っ
た
。【
資
料
一
、二
】
に
は
そ
の
結
果
を
示
す
も
の
と
し
て
ヤ
、
ヤ
ア
、
ヤ
ヲ
、
ヤ
ヲ

ハ
な
ど
の
間
拍
子
を
付
記
し
て
い
る
。
こ
こ
で
そ
の
過
程
に
つ
い
て
は
報
告
し
な
い
が
、

一
点
の
み
、
拍
子
に
関
係
し
て
、
原
本
を
変
更
し
た
箇
所
に
つ
い
て
記
す
。

⑲
返
シ
句
に
お
い
て
は
、
最
初
の
二
、三
文
字
程
度
に
相
当
す
る
胡
麻
の
み
が
印
刷
さ

れ
、後
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
現
行
の
よ
う
に
す
べ
て
を
記
す
よ
う
に
な
る
の
は
『
明
和

改
正
謡
本
』﹇
一
七
六
五
﹈
以
降
で
あ
る
。
後
の
部
分
を
省
略
さ
れ
た
最
初
の
二
、三
文
字

分
の
胡
麻
配
列
が
正
し
い
も
の
か
調
べ
た
と
こ
ろ
、
ほ
ぼ
正
確
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た（7）
。

こ
の
た
め
【
資
料
一
】
の
よ
う
に
、
原
本
の
ま
ま
の
胡
麻
配
列
と
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
加
藤
師
に
よ
り
実
際
に
謡
っ
て
も
ら
う
過
程
で
、
こ
の
胡
麻
配
列
は
、
老
女
物
な
ど

女
性
を
主
人
公
と
す
る
曲
に
よ
く
あ
る
拍
子
当
た
り
で
あ
り
、《
眞
田
》
に
は
そ
ぐ
わ
な

い
と
の
の
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
た
め
、【
資
料
2
】
に
も
掲
出
し
た
よ
う
に
あ

ら
た
め
た（8）
（【
譜
例
三
】）。

 

 

あ
じ

じ
あ

 おわ
り
に

最
後
に
、
冒
頭
で
の
問
い
、
著
名
な
石
橋
山
の
合
戦
を
正
面
か
ら
扱
う
《
眞
田
》
が
番

外
曲
と
な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
、と
い
う
疑
問
に
対
し
て
私
な
り
に
答
え
て
お
き
た
い
。《
眞

田
》
の
上
演
は
構
成
上
、困
難
で
あ
る
。
こ
れ
が
《
眞
田
》
が
番
外
曲
と
な
っ
た
最
大
の

理
由
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
内
容
面
に
つ
い
て
は
、
頼
朝
の
初
戦
と
な
っ
た
石
橋
山

の
合
戦
を
描
く
著
名
な
物
語
で
あ
り
つ
つ
、
真
田
与
一
の
別
の
側
面
と
し
て
、
父
岡
崎
と
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丹羽幸江　番外曲《眞田》段歌の節付け復元

真
田
の
親
子
の
情
愛
と
い
う
独
自
の
《
眞
田
》
像
を
構
築
し
て
い
る
。
さ
ら
に
復
元
の
対

象
と
な
っ
た
部
分
で
は
、
作
曲
面
で
は
、﹇
段
歌
﹈
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
親
子
の
別

れ
と
い
う
複
雑
な
か
つ
微
妙
な
心
情
を
表
現
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。上
音
域
や
中

音
域
と
さ
ま
ざ
ま
な
音
域
を
用
い
て
、
親
子
の
心
情
を
巧
み
に
表
現
し
、
前
場
の
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
を
音
楽
的
に
謡
い
上
げ
る
。
内
容
面
で
は
《
眞
田
》
は
佳
品
と
い
え
よ
う
。
こ

の
こ
と
は
伝
本
を
多
く
残
し
な
が
ら
も
、上
演
記
録
は
な
い
と
い
う
《
眞
田
》
の
位
置
づ

け
を
語
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
上
演
は
困
難
で
は
あ
る
も
の
の
、
作
品
と
し
て
優
れ
て
い

る
た
め
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
素
謡
と
し
て
謡
い
継
が
れ
た
の
が
《
眞
田
》
な
の
で
あ

る
。筆

者
は
、
江
戸
期
・
室
町
末
期
の
謡
本
の
記
譜
法
の
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
る
が
、

楽
譜
の
解
読
と
い
う
手
順
に
対
し
て
、
復
元
で
は
、
限
ら
れ
た
記
号
し
か
な
い
楽
譜
か

ら
、
現
行
の
楽
譜
を
立
ち
上
げ
る
と
い
う
逆
方
向
の
流
れ
を
も
つ
作
業
に
魅
力
を
感
じ

た
。
実
際
に
取
り
組
む
過
程
で
、江
戸
時
代
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
直
シ
が
入
れ
ら
れ
て

い
っ
た
の
か
を
推
測
す
る
よ
い
機
会
と
な
っ
た
。

な
お
、
節
付
け
の
復
元
に
際
し
て
は
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン

タ
ー
で
の
藤
田
隆
則
氏
主
催
の
胡
麻
点
研
究
会
で
、
藤
田
氏
、
高
橋
葉
子
氏
と
い
う
謡
の

楽
譜
研
究
の
最
先
端
に
位
置
す
る
方
々
に
ご
指
導
、ご
助
言
を
賜
っ
た
。
記
し
て
深
く
感

謝
申
し
上
げ
る
。

◇
参
考
文
献

伊
海
孝
充　

二
〇
一
一　
『
切
合
能
の
研
究
』、
東
京
、
檜
書
店
。

岩
波
書
店
編　

一
九
六
九　
『
国
書
総
目
録　

第
六
巻
』、
東
京
、
岩
波
書
店
、
四
七
六
〜
四
八
八
頁
。

奥
山
け
い
子
「
段
歌
」　

一
九
八
七　
『
能
・
狂
言
事
典
』、
東
京
、
平
凡
社
、
三
一
八
〜
三
一
九
頁
。

観
世
暮
閑
（
黒
雪
）　

元
和
六
年
﹇
一
六
二
〇
﹈　
『
元
和
卯
月
本
』、伊
藤
正
義
編　

一
九
七
七
年　
『
謡
曲

百
番
』、
東
京
、
国
書
刊
行
会
（
版
本
文
庫
）。

幸
若
舞
記
録
作
成
委
員
会
編　

一
九
七
九　
『
大
江
の
幸
若
舞　

重
要
無
形
文
化
財
『
幸
若
舞
』
調
査
報
告

書
』、
福
岡
、
瀬
高
町
教
育
委
員
会
、
幸
若
舞
保
存
会
。

徳
江
元
正
校
注　

二
〇
〇
六　
「
和
州
上
深
川
題
目
立
詞
章
」『
都
祁
上
深
川
・
八
柱
神
社
の
祭
礼
と
芸
能
』、

奈
良
、
奈
良
地
域
伝
統
文
化
保
存
協
議
会
。

注1　
《
眞
田
》
の
段
落
ご
と
の
冒
頭
に
記
さ
れ
た
表
記
を
そ
の
ま
ま
採
用
す
る
た
め
、こ
こ
に
は
小
段
名
で

は
な
い
も
の
を
含
む
。
本
文
で
は
小
段
を
示
す
際
に
通
例
と
な
っ
て
い
る
﹇
サ
シ
﹈
の
よ
う
な
括
弧

書
き
は
、
小
段
名
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
場
合
の
み
用
い
、
そ
れ
以
外
は
カ
ギ
括
弧
「
」
と
し

た
。

2　

上
演
を
前
提
し
た
作
品
な
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
疑
問
を
加
藤
師
よ
り
ご
提
示
い
た
だ
い
た
。

3　
『
広
報
ひ
ら
つ
か
』
二
〇
一
二
、三
月
第
一
金
曜
日
号
、
平
塚
市
広
報
に
掲
載
。
加
藤
眞
悟
師
に
よ
り

ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

4　

今
回
の
復
元
で
は
イ
ロ
や
ア
タ
リ
と
い
っ
た
装
飾
音
は
基
本
的
に
は
付
さ
な
い
こ
と
と
し
た
。
た
だ

し
ツ
ヨ
吟
で
、
通
例
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
に
は
（
実
際
に
は
謡
わ
れ
な
い
も
の
の
）、
ア
タ
リ
を
付
し

た
。

5　
《
眞
田
》
の
伝
本
の
う
ち
、
唯
一
、
福
王
流
謡
本
は
直
シ
が
付
さ
れ
た
写
本
で
あ
る
。
こ
の
謡
本
で

は
、
途
中
で
吟
を
変
え
る
だ
け
で
な
く
、
現
在
の
和
吟
に
通
じ
る
中
間
的
な
吟
も
用
い
る
、
素
謡
ら

し
い
凝
っ
た
節
付
け
が
な
さ
れ
、
今
回
の
復
元
と
は
か
な
り
異
な
っ
た
様
相
を
示
し
て
い
る
。

6　

例
え
ば
句
⑬
で
は
音
高
は
ま
っ
た
く
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ト
リ
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
音
で

あ
る
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

7　

大
ま
か
な
傾
向
を
読
み
取
る
た
め
に
、ラ
ン
ダ
ム
に
『
明
和
改
正
謡
本
』
と
江
戸
期
の
版
行
謡
本
二
〇

カ
所
程
度
を
比
較
し
た
。

8　

な
お
、
改
め
た
胡
麻
配
列
は
、
茶
色
表
紙
五
番
綴
番
外
謡
本
と
一
致
す
る
。
こ
の
た
め
、
原
本
の
誤

植
で
あ
る
可
能
性
も
存
在
す
る
。
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The Melodic Restoration of the Discontinued Noh Piece 
Sanada dan-uta

YUKIE Niwa

Sanada is a discontinued noh piece that was composed in the late Muromachi period.  Part of the active noh repertory 

until the end of the Edo period, it recounts a famous battle that took place at Ishibashiyama in 1180. A partial melodic 

restoration of the piece was performed in December 2012 in the city of Hiratsuka. This report gives a detailed description of 

the restoration process, including the chant score. The restored part is a typical structural section called dan-uta (a kind of 

high pitched song), which climaxes with the depiction of the warrior Sanada’s final separation from his father just before the 

battle.

Keywords:  discontinued piece, Noh chant, notation 
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